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ケシ栽培の基礎的研究 T

(]f) 葉片切除及及び萌の薬剤処理

小早川利次

Foundamental Studies on Papaver Cultur 

(乱 Treatmenton leaf and ball 

Toshitsugu Kohayakawa 

前線では生育相について述べたが昭和31年度では乳汁

生産に対して莱片の切除に依る面積の減少が，又萌に処

理をした場合の影響等について従来記載されたものを見

ないので之を行い，殊にホJレモシ注入が意外の好給采を

得たのでここに報告する.32年度に於ても萌に対して薬

剤処理を行い略々同様の結果を得たので，酸化酵素の

2， 3の顕微反応を行い注目すべき点を見出した.併せ

て記載する.尚目下実験中のアルカロイド顕微反応の成

果を得次第続稿報告の予定である.本実験に関し材料の

便宜を与えられた大崎農場長に感謝の怠を表す.

実験方法

耕種概要:前線に同じキ

生育状況:開花 5月20日，謝花 5月23日，採汁:

6月7-15日.

処理:各区10本4回反覆，ラシダム配置とした.

(1) 環状剥皮:花梗中間部分を環状剥皮. (5月23日

処理)

位) 止莱切除:止葉を葉柄基部にて切断.(同上)

(3) 2莱切除:.!1:.菜及び次菜を同上位置 ( '1 ) 

にて切断.

(4) 4菜切除:止菜を含み上部より 4菜切断.( fI ) 

(5) 6菜切除:.!1:.菜を合み上部より 63長切断.( '1 ) 

(6) 全菜切除:第1回採汁後全菜を切除.(6月7日)

(7) 務銀紙被夜 :~Ht後責1iを銀紙にて完全に被覆し

遮光と日照反射を十分ならしめる様注意した.

(8) 苅ビニーノレ被覆:同上ビニーノレ袋にて密閉した.

外界とは遮断し特に水分の流通をせしめざる様に

注意した.

(9) 朔ワセリン塗布:同上ワセリシを2mmの厚さに

塗布し肥大と共に補給した.初の呼吸を阻害する
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様柱頭以外，及び受精したと思はれる開花後第4

日には柱頭にも十分塗布した. (7より 9迄は5

月23日処理)

制 NAA 5ppm注入:謝花後ナプタレシ自白酸5ppm

水溶液を期中部より注射器にて即日 lcc，26日再

びlcc注入した.

。1) NAA50ppm注入:同上50ppm水溶液を同様注入.
(12) NAA500ppm注入:向上500ppm水溶液を同様注

入した.

闘 IAA500ppm注入:向上.IAA500ppmを作る場合

十分溶解し得なかったので幾分濃度は低くなった

疑いがあった.

倒 MH-30， 5ppm注入:同上の方法に則った.以

上ω-(14)は仰と同日処理した.

(I5) 尿素i注入:尿素0.01%，を同様注入 (5月23日〉

任。 尿素散布:尿素0.2メリノー展着剤加用水溶液を

株当り20ccを散布( ゲ 〉

白)上面被夜:席にて畦及陛閏を被夜 ( グ 〉

(18) 常時潜水:常時60%，程度(飽和水量の)の土湿を

保たす様にi翠7J<.(5月23日より開始)

a9) 日夜:竹僚を上部に広く被ひ側光の入射を避ける

と共に通風にも注意した.

凶無処理

実験成績

草丈及萌の肥大状況第一表の通り.

草丈莱数については略々揃った.預の肥大は処理に依

って異りホノレモ~， MH，尿素等の区が良く勿論環状剥

皮も之に次いだ.特にホノレモシ等薬剤注入を行ったもの

は薬液接触部位の肥大著しく且明かに硬く感じられた.

一般に縦径の伸長が若手しいのが普通であるがホノレモシ区

では横径が肥大した.又採汁時に於ける務皇室の厚さは第
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第1図 ホノレモン処加に11<るほ部肥大

2表の如く，処盟に(1<って災り J ;-1;ノレモン区はIVJかに海

糾問が厚い 内容物に関しては特に差異をt"-なかった.
又W;管来及び之に~H限jする乳管の数についても特に処理

1r..(Aる差を見出さなかった.

J1X量については第3表の向lし.

来月-切除についてみると止]誌の有無で欣盆が約20~'(，j!~

り切除決のi白川!と共にj次足I"!.低下するが. ~~îù:î fì\lこ換fI:

してみた場合はJf:~~以外て'は乳14の減少は砕しくないの

が詑IJせられる cmz凶参!¥(i)乳被生花に及す必の役
'，I;IJが丘二必以外では比般的if('iliでない綴である.勿"命全焼

処理は n~-卜 強しいが尚50;'正生産する事より，逆に飢自体

の同化生Flが中11 '~ln\JJ胡 となる様である

y~j処Pllについては 1山内皮を通じホノレモンr~状主IJ皮の!般

に氏く，ワセリン後内Jは必iかった.今，日分泌の級相を

/J、すと ~3b記lのHである .

業nー処)1.1(1べではIi-iJー傾I('Jであり放量的にはがJJ&の如く
止;:'\;l;JJ~，î;は :\k しい低ドをボす，世1努J2 r"lti-:t \.がと~~準l足で

気 2:?丸刈jノ)g:ナ (μ)

処 }'11 i JJ[ jけ |海期間 ! 企 )'): 

一』 一 一 一
1:><': 240.4 385.2 1210 

7 247.9 295.8 970 

8 240.4 280.8 920 

11 240.4 

13 275.5 

15 228.7 

17 252.1 

18 287.2 

19 240.4 

20 240.4 
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409.5 
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@∞ 10叩凶∞弘∞%国凶田

葉市積

第 2凶然面積と分泌曲線.

第 3 表 i技量表

処理|牧量 I1t 数

一ー一一一一」一一一一一ーー一旦~....J一一一一ー一一一一
1区 321.3土ロo 121 

2 215.0::1:32.9 81 

3 228.0士 7.1 86 

4 212.5土48.4 80 

5 185.0土29.7 70 

6 146.3土25.3 55 

7 273.8てと28.6 103 

8 254.5士41.5 96 

9 215.8土15.5 82 

10 271.3土25.2 103 

11 265.5土25.3 100 

12 316.8土22.8 120 

13 398.0土25.1 150 

14 344.5土25.9 130 

15 263.0士30.9 99 

16 266.3こc39.7 101 

17 220.5士12.3 83 

18 282.5:と45.9 107 

19 268.5士13.8 101 

20 264.5士35.5 100 

第 4表分散分析

必 囚!白ト山
金分 散 79 1620102.8 

処理 19 239696.8 I 12615.6 I 5.21 

回数 3 5120241 I 17008白3I 7.02 

誤~ I 57 137981. 9 1 2420.7 
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第 4図 酸化酵素の部位~J1J.時期別消長，

註 A.朔 B.1i上郎 C.問中部 J).悶下郎

1. Dehydrogenase 2. Polyphenoloxydase 3. Peroxyd<lse 

ph 靭皮 lat. 乳管 X.P. 木~)5:踊1l胞

Yは3立決するを下手通とする)之等については更に組織顕
微化学的に十分検討されねばならない点であろう.今回

ベシテヂン及びピロガロールの2試裂を用い共に同綴の

結果(呈色々相は夫々特有)を得たので誤差は認め費量い

と思はれる.言高知i処理の凱に対し上記画事業の反応は第6

5買の如lし

l!.pち処理IllJで反応は夫々異なると共に乳汁生産と過酸

化醇繋は正に， ポ9フエノーノレは逆に，脱水素信事奈は正

で然も限定的に著しい結果を示した.

第6表 処.?Jlト緑茶ノ関係

醇索 FZ;両 一一ヲ77t三Jレ C
Peroxydase I H!I :l: 刊十 + |十 -ttt 

:~~?1:~:nol-I 土 i!11 二七 土 + oxydase 

J?~~.:'droge-I -1ト + nase 

第5表酵素ト分泌ノ関係

組織

n 
乳

靭

1 1一一1.. • 
州市v rolvohenol I Peroxy Po17phe加 1I )teroxy Polyphc!lol 
4拘置ゐ ・暗yd8s.1 .d.品 oxyd岨.1 -da回 ωxyda同

皮|廿 + 一 件 |掛

管 ー + 

皮l廿 十
川

4
H 併

十社木部柔細胞I-11 + 

海綿部iii- 十 ート

内表 l主 十

1 1/l色#iデ手L被保カニ分泌スノレモノ
I 緑色蹴デ乳放全然出ヌモノ.

. : 緑色劫グ乳液分泌良好.
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論 議

両年度を通じてワセリシ区はl攻震低く務は

賞化し表皮柔細胞層は簿く .7毎綿属はやや発
達しているが，過酸化酵素が弱くポリフエノ

ーノレは強くどちらかと謂えば泌汁後期の様相

を示していると見られる.組織的にはu皮部
系細胞及びオー:部柔細胞の変化が明瞭であり，

内表皮が夫々特有.~ヒ呈色したのは生理機能の

上から興味の深いものであった.

ビニーノレ被覆では組織は薄いが海綿層の細

胞間陸軍は少く全般に硬化していた.ホノレモン

注入は厚唆で海綿庖の間僚は多く醇紫反応も

前者ーは特長を千1しないのに対して替しく過般

化，脱水系番手素の呈色を現して旺磁な生活担豊

能を示している.一方ワセリン塗布の場合の
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殺に呼吸を阻害したものでは両酵素の反応を認めず呼吸

が手i汁生産に密接な関係を有すると考えられる.乳液が

他より転送されるか，前~IR物質として輸送を受け乳管で

筑波に形成されるかは詳かでないが，前記反応と乳量の

平行的関係や呼吸との関連性，又銀紙やビニーノレ被覆に

依る異常環境に於ての生産性よりみて泌乳部の生活機能

が(謂い代れば生理的諸反応の程度)匝盛である事が非

常に重要と見られる.単に乳液の転送でなく局部形成の

可能性が察知されよう.しかも比の際酸化系酵素の役割

は注目すべきである.ホノレモシ注入に依る増l次は先に述

べた様に量と期間の2点より構成されたが，之は若返り

的な現象を物語るのでなかろうか.他部位でも若部の分

泌が多いのと併せ考える時泌、汁は組織の若さ従って年令

が考えられる.ポ3フエノーノレが中期以後強くなる点よ

りも泌汁期聞が該酵素と関係するやに見える.葉片除去

及び環状おJ皮は全体に亘る同化力の差を示すものとして

乳量に及す影響が判明したが止葉の役割の大な事は単に

同化生産の量のみならずホノレモン的にも何らかの影響を

与えているのでなかろうか.除去面積の増大に比し乳量

の低減は夫れ程でない点，全葉除去しても尚生産を続け

る点は一応採汁期では菜の同化能力は重要であるが，根

茎部のみで乳波形成可能な事を示し泌汁と蒸騰流の相関

が高いと従来より認められている事とも併せ考える時，

全菜除去が泌乳後期でも他の処理に比し特に低下しない

点尤もと考えられる.同時に務自体の機能が前述の通り

最も重要と見られるが環状剥皮が増放している事より栄

養の蓄積が又その一因であろう.MH処理がホノレモシに

次いだが， MHがホノレモシ破壊性を有すといわれている

点興味深い.分泌の型がホノレモシとは異なるのでその与

える作用が追うものと思はれるが今後の研究に倹たねば

ならない.

組織的にも差異を現したが最も自につくのはi制限層の

孔際の大小であり呼吸に関係するものであった.又靭皮

細胞，木部柔細胞及び乳管が幸子しい酵素反応を呈するの

で之等が乳液生産に直接的に影響を有していると考えら

れるが乳管自体では時期的に限定されておりその機能が

比較的短いのでないかと思はれる.又ポリブエノーノレが

中期以後強くなる点は乳液組成かアルカロイドの組成(

モルヒネは中期頃迄多く後コデイン等が増加，するとい

う〉の変化のいづれかは不詳であるが之等に関連するも

のでないかと思はれる.グツタペノレカやコクナギスでは

過酸化酵素，ポリプエノーノレ等多く又部位にも異なると

謁はれているのと共通するものがあろう.

今回の実験では朔の機能を十分発揮せーしめる事が大切

であり又Iと菜の重要さも判明した.車1iの表面積と宇U十畳

との相関は高いといはれるのはむしろ乳管の量的問題で
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あり更に生理性に注目せねばならない.ホノレモシ処理が

効果を得たが尚他の方法に依る機能増大を計る事も考え

られる.一方酵素反応はその機能の判定のーとして使用

出来る見込がついた1;追って優良株の判定やj采汁期間の

決定に応用出来目ょう.又ホノレモシ使用については散布の

方法，時期が更に研究されなくてはならない.MHに関

しては阪芽止めと関連して再検の要がある.

要 約

(1) ケジの菜片切除を開花当日行った所，乳液生産には

止棄が大きく影響し， 2-6禁と切除面積の増加に比し

分泌はそれ程低下しなかった.

(2) 萌にIAA，NAAを注入したものでは IAA500 ppm 

2cc2四分注が50%増吹し濃度と共に分泌量も低下し呼

吸を阻害したものは著しく少く呼吸が密接な関係を有す

ると恩われた.

(3) 組織的にホノレモシ処理は厚く海綿屑発達し， MH-30 

之に次ぎ過酸化酵素はホノレモシ， MHが強く呼吸阻害し

たものは之に反する傾向を示した.

(4) 一般に分泌と過酸化，脱水素両酵素とは正にポリフ

エノーノレは負に相関する様であった.従って分泌の判定

に上記酵素呈色反応が応用出来そうである.

(篠山農場昭 33.8.30受理)
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Summary 

Cutting 0任 thehighest leaf decreases th巴yei1dof 

latex in about 20%， but the addition of cutting 
leaves hav巴 not80 great influenc巴 onit. 

Th巴inj巴ctionof NAA， IAA 500ppm 2cc (lcc twice) 
into the ball increases th巴yieldin about 50〆， whi1巴
the treatment of the inhibition of respiration on 

the ball shows th巴 d巴:creaseof it. 

Th巴 'microchemicalreagent of Peroxydas巴 and

Dehydrogenase is of practical valu日 asindica tor 

for the organic functions， as there is high correla-
tion b巴tweenezyme and yield. 

(Sasayama Experimental Farm， 
Received Aug. 30， 1958) 


